

































































































































2ヶ月 アイコンタクト(eyeto eye contact) 
3ヶ月 追随注視(eye-gazefollowing)(秦野，
1993) 











11ヶ月 (Franco & Bu杭erwoバh，1996)
1識0ヶ月 視野外の事物 指さ指しさをししのな生が起ら母全親体のの顔47を2み%る















to eye contact) のはじまりである。さらに、事物の動きや大人の視線の動き
にあわせて、自分の視線を追従させることが可能となる(秦野， 1983)。この追
槌注視 (eye-gazefollowing) によって、子どもと大人の視線は伺じ事物へと




というような 2項関係 (dyadicsocial engagement) である。しかし、受動的
な共同注視の成立によって、 2項関係は、子ども一事物一大人という 3項関係











































型共同注意 (respondingto joint attention) と始発型共同注意 (initiating







































referential looking)、指さし (pointing)、事物を相手に向ける (giving、
showing)という 3つの基本の運動反応が含まれている。これらの運動反応を環



















































(Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders Fourth 

























察研究や比較研究によって報告されている (Baron-Cohen，1991; Curcio， 1978; 
8 
Mundy， Sigman， Ungerer， & Sherman， 1986; Stone & Caro-Martinez. 1990; 





閉じように、 Wetherby& Prutting (1984) が行った自閉症児の行動観察の結











































注意に着目して、 18カ月児における簡易の早期スクリーニング (Checklistfor 


































































Lovaas(1987)は、生活年齢が 2歳 6ヶ月日寺点、での精神年齢が 11か月以上の 38
名の子どもを対象として集中指導を実施した。これらの子どもの言語発達は無

























































機会利用型指導法 (Hart& Risley， 1975; 出口・山本， 1985)から始まり、近
年では、ピポタル反応指導法 (Koegel， Schreibman， Good， Cerniglia， Murphy， 





























研究 対象 独立変数 従属変数 結果
Koege 1， 4-5歳 DTT (ベー ス 模倣反応 2-9ヶ月の DTTでは獲得できな
0' De 11. & 2名 ライン)と 場面般化 かった模倣と自発的発声が、
Koegel RPTの比較 PRTによって獲得された。般化
(1987) がみられた。
Koege 1， 3-4歳 DTTと PRT 不適応行動 PRTの期間の方が、 DTTのとき
Koegel， & 3名 の逆転デザ 標的の発話 より、標的の発話の生起頻度が
Surratt インでの比 あがり、不適切行動が減少し
(1992) 較 た。
Stahmer 4-7歳 PRT 象徴遊び 象徴遊びが獲得され、場面般化
(1995) 7名 場面般化 と刺激般化がみられた。
刺激般化
Koege 1， 3歳 PRT 遊びでの相 遊びの中で自発的に棺互作用













や棺関研究は、それらの行動のメカニズムとしてJ他者認知 (Tomasello，1995) J 、




































































































どんな持に どのように まわりの 想定 備考
(先行条件) して 対応 される
(行動) (後続条件) 機能
親に台所に来 台所の方を 一緒に台所ま 移動の 台所の時のみ指さしを行
て欲しい時 指さす でいく 要求 つ
その他の移動詩は手をき!
っ張る
冷蔵庫のお茶 冷蔵庫を指 お茶を冷蔵庫 物の要
を飲みたい時 さす から出して渡 求
す
電気をつけて 壁に鮎って ブレーカーを 行為の 写真を用いた補助代替コ
欲しい時 ある配電盤 あげて電気を 要求 ミュニケーションシステ
の写真を指 っける ムを導入している
さす
おやつが欲し 壁に貼って おやつの入つ 物の要
い時 ある「グミ」 た箱から「グ 求
の写真を指 ミJ を出して
さす 渡す
絵本を見てい 好きなキャ キャラクター 冨語応 絵本は決まっている。ビ
る時 ラクターを の名前を言う 答の要 ヂオやぬいぐるみに対し
指さす 求 て指さしは出ない
絵本を見てい キャラクタ 「そうだね」 他者か




親がキャラク もう一度そ 正しいキャラ 言語応 言うまで指さしをするが
ターの名前を のキャラク クターの名前 答の要 相手は見ない








は重度であった。研究 1実施時の生活年齢は 5歳 8ヶ月であった。 5歳 8ヶ月
時における津守式乳幼児精神発達検査 (1'"'-'3歳児用を社会、言語領域のみ使































床上→o ⑤ ④ 
1.5m 
③ 
50cm ζ〉‘ 量陣 ② 
対象児 大人
① 































































































で、①⑤が 6/8 (泊)、④が 7/8(回)るj 行動は、②③が最も低く 3/8 (回)
であった。合計では「提示された刺激を見る jと「刺激への指さしjともに 100%
「刺激への指さ行動は、 62%の出現率であった。「大人の顔を見る Jで出現し、



















































































ている (Wetherby，Warren， & Reichle， 1998) 0 
自閉症児は前言語的コミュニケーション行動の中でも、母親と注意の共有を
するために指さしゃ共同注視を用いる共同注意 (jointattention)の獲得に臨

























この点について、 Butterworth& Jarret (1991)は定型発達乳幼児を対象に










































知的障害の程度は重度であった。研究 2実施時の生活年齢は 5歳 8ヶ月であっ
た。 5歳 8ヶ月時における津守式乳幼児精神発達検査 (1"-'3歳児用を社会、
















































































































図 11に、研究 1の物品要求場面における指さし行動と「大人の顔を見る j行
動の生起率を示した。物品要求場面では、「提示された刺激を見る JI刺激への






































図 12 叙述場面(研究 2) における
行動連鎖の要素見IJ生起率


























































と報告している (Baron-Cohen，1991; Curcio， 1978; Mundy et a1.， 1986; Stone 



































対象児 A 対象児 B
生活年齢 3歳 9ヶ月 5歳 5ヶ月
語嚢年齢 2歳 2歳以下
回LU(文節単位) 1.32 1.03 





以下、対象児 Aとする。絵画語葉発達検査による語葉年齢は 2歳 0ヶ月であっ

























































































ングを加えた C条件の B-Cデザイン (Hartmann，1984) で実施した。
1ブロックに 6試行行った。刺激は、左側から 3試行、右{則から 3試行、ラ
ンダムなJI演で提示した。
対象児 Bについても、対象児 Aと同様の手続きが適用された。ただし、対象
児 Bには適切な遅延時間を検討するために、遅延時間が 5秒と 10秒の 2つの








3ブロック自から 2回に 1回(国定レート:FR 2 )とし、 7ブロック自からは 3
回に 1回(国定レート:FR 3 )とした。
















































こj というように、 1試行の中で複数回観察されていても 1回の出現とした。






























































































22 20 21 19 18 17 15 16 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 
Blocks 
音声言語反応 (f毘て J)












































































































ことの重要性が指摘され、生態学的 (ecological)アプローチ (Kaiser，1993; 加


































知的障害の程度は重度であった。研究 1実施時の生活年齢は 5歳 8ヶ月であっ
た。 5歳 8ヶ月時における津守式乳幼児精神発達検査 (1-----3歳児用を社会、













































































































































































































遊びの発展や変化を欠いている (Ungerer& Sigman， 1981)。また、知的・言
語レベルをマッチングした知的障害児、および、言語障害児と比較した観察研
究においても、機能的におもちゃを使った遊びと象徴遊びの出現が、質と量と









































































































ストーリーを設定した。 1食分のストーリーの行動連鎖を表 5に示した。 1自の










































条 指示的 モデル提示 積み木 道具
{牛 随伴的 道具の機 積み木の
かかわり 能的使用
見立て
BL 。 。 × 無 充足
A 。 。 × 有 充足
B 。 。 0食材に見立 有 充足
てる





























































T : M : T I M T 
条件C 条件A
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ョンの機会を捉えて指導を行う機会利用型指導法 (Hart& Risley， 1975; 出
口・山本， 1985)から始まり、近年では、ピポタル反応指導法(以下、 PRT;Koegel 

































生活年齢 5歳 3ヶ月の女児 l名。 2歳 8ヶ月時に、大学付属病院にて「自関
傾向のある発達の遅れj との診断を受けた。津守式乳幼児精神発達検査の発達
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0-←……× 母親 。 』F 
子ども
C ユージュー焼{
'--先行刺激 ? ? ?? ??
?
? ?


























対象物 騒欝欝 ‘ C 子ども





対象物 醸欝襲撃 4盛田圃圃 。
子ども

































した(図 13)。研究 3の 2名の対象児は、ともに「出現した刺激を見るん「開き
90 


























































































































































































































行動 後続刺激 2 3 4 5 6 
(1) 視線
①アイコンタクト 要求充足 。一 一 。。。
応答 一 。。。。。
②共同注視 要求充足 。一 一 。。。
応答 一 。。。。。
③リファレンシャルルッキン 要求充足 。一 一 。一 一
グ 応答 一 。。。一 一
(2) 運動
①指さし(要求) 要求充足 。一 一 。一 一
(叙述) 応答 一 。。。一 一
(3) 音声 V / ①模倣 応答 。。。。②発話(単音・一語) 応答 。。。。













































































研 ト -必要な物品から離れた位置にいる大 ながら大人を
~ -要求場面での事物への 人 見て、発声す

















哩~ -大人の視線の動きを追 -大人から提示された刺激は晃えない -刺激に相手















研 な遊びが成立 中で、見立て遊びと付随することばの 況を表すこと
ザ~ -母親からの働きかけへ 見本を提示 !ぎの自発的な





研 -不安定な音声と動作の -子どもの全般的な注意が向いている 遊びレパート
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